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少年野球指導者の投球障害予防に関する認識調査

本間 佑介1,2），宇賀 大祐2,3），菅谷 智明2,4），阿部 洋太2,4），遠藤 康裕3），中澤 理恵2），
坂本 雅昭2）

1）日高リハビリテーション病院，2）群馬大学大学院保健学研究科，3）上武呼吸器科内科病院，
4）群馬大学医学部附属病院

key words 野球・投球障害・障害予防

【はじめに，目的】
日本臨床スポーツ医学会は，1995 年に少年野球による重篤な障害を防止する為の提言を行っている。少年野球において，選手自
身の投球数や練習時間等の自己管理を徹底するのは困難であり，チームの監督・コーチや保護者に委ねる部分が多いと考える。
本研究の目的は，少年野球チームの指導者に対し，投球障害予防に関連するアンケート調査を実施することで，指導者の障害予
防に対する認識を明らかとすることである。
【方法】
2014 年 6 月にT市の野球連盟学童部に所属した 48 チームの監督 48 名，コーチ 89 名の計 137 名に対し，集合調査法にてアン
ケート調査を実施した。アンケート内容は年齢，指導年数，少年野球指導者講習会参加の有無，予防教室の参加回数，野球経験
の有無と経験年数，部員数，指導者数，1週間の練習日数・練習時間，投手数，1日の投球数，一人の投手が投げる連続試合数，
年間試合数，ウォーミングアップ・クールダウンの実施状況・必要性，臨床スポーツ医学会による練習日数と練習時間の制限お
よび投球制限についての認識，練習日数と練習時間の制限の必要性，投球障害予防教室の必要性，指導者の医学的知識の必要性
とした。
【結果】
全回答者数 131 名（回収率 95.6％）中，有効回答者数は 101 名（回収率 77.1％）であった。内訳は監督 30 名，コーチ 71 名であっ
た。対象者の平均年齢は 41.3±5.6 年指導年数は 4.2±3.6 年であった。部員数は，「15 名以下」が 36 名（36％），「16 名～30 名以
下」が 65 名（64％）であった。投手数は「3人」という回答が最も多く 43 名（42％）で，「1人」という回答は 1名（1％）で
あった。92 名（92％）の指導者に野球経験があり，そのうち高校野球経験者が 64 名（70％）であった。ウォーミングアップの
実施率は 101 名（100％）で実施時間は 30.1±12.3 分であった。クールダウンの実施率は 101 名（99％）で実施時間は 13.8±5.7
分であった。1週間の練習日数は 3.9±0.6 日であった。練習時間は，平日 2.3±0.8 時間，休日 6.2±1.4 時間であった。練習日数と
練習時間の制限の提言について，48 名（48％）が知らなかったと回答した。練習日数と練習時間の制限の必要性は，7名（7％）
が「必ず必要だと思う」，61 名（60％）が「必要だと思う」，32 名（32％）が「あまり必要ないと思う」，1名（1％）が「全く必
要ないと思う」と回答した。投球数は，全体の 60％が「51～100 球」であった。投球制限の提言について 94 名（93％）が「知っ
ている」と回答した。投球制限の必要性について，48 名（48％）が「必ず必要だと思う」，51 名（50％）が「必要だと思う」，
2名（2％）が「あまり必要ないと思う」と回答した。指導者の医学的知識の必要性は，14 名（14％）が「必ず必要だと思う」，
83 名（82％）が「必要だと思う」と回答した。
【考察】
船越ら（2001）は，小学生の 1週間の練習日数の平均は 4.6 日であり，提言で推奨する 1日の投球数 50 球未満を守っているのは
20％程度と報告している。本研究において，1週間の練習日数は 3.9±0.6 日で，提言で推奨する週 3日以内を上回る結果となっ
た。練習時間は，平日 2.3±0.8 時間，休日 6.2±1.4 時間で，提言で推奨する 1日 2時間以内を上回る結果となった。現在，1
日の練習時間や練習日数の管理は各チームに委ねているのが現状である。今回の結果を踏まえ，傷害予防の観点から 1日の練習
時間や練習日数について，野球連盟スタッフ主導のもと指導者が適切に管理する体制を構築し，指導者に啓発していく必要があ
ると考える。投球制限の提言について 94 名（93％）が「知っている」と回答し，投球制限の必要性については殆どが必要性を
感じていた。背景には，T市野球連盟学童部が大会にもよるが，投球制限やイニング制限を設けている為このような結果になっ
たと考える。一方で，投球数について，61 名（60％）が「51～100 球」と規定数を超える傾向にあり，認識と実際の指導に乖離
が認められた。具体的な投球内容等について詳細な聞き取り，分析が必要と考える。投球数については船越らの報告と同程度の
結果であった。指導者の医学的知識の必要性について，9割以上の指導者が必要と回答している。指導者の多くは選手の父親で
あり，指導年数は 4.2±3.6 年であることから，一定期間で指導者が入れ替わることが予想される。以上より，指導者ライセンス
制度の導入やメディカルスタッフとして理学療法士の介入の必要性が示唆された。
【理学療法学研究としての意義】
少年野球指導者の投球障害に対する認識を把握し，理学療法士として障害予防の観点から指導者の投球障害に対する認識向上
を図ることで，学童期の少年少女の健康・安全の一助となる。
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